
高
櫓
を
設
け
て

戦
時
に
は
、砦
の

役
割
を
し
て
い
た

お
寺
で
す
。

桂
小
五
郎
は
こ
の

寺
で
囲
碁
を
打
つ

の
が
心
の
慰
め
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

大
河
ド
ラ
マ「
八
重
の
桜
」

で
有
名
な
、山
本
八
重
の

夫
で
あ
っ
た
川
崎
尚
之
助

（
川
崎
家
）の
菩
提
寺
。

出
石
城
の一段
高

い
場
所
に
鎮
座

す
る
城
の
鎮
守
。

沢
庵
和
尚
の
歌

碑
な
ど
も
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

徒
歩
1
分

出
石
旧
福
冨
家
住
宅

柳

0

0

0

0

0

0

鉄砲町
有料駐車場

大手前有料駐車場

庁舎南有料駐車場

西の丸
有料駐車場

八木通り

枡形通り

内町通り

旧京街道

本町通り

宵田通り

内
堀
通
り

田
結
庄
通
り

大
手
前
通
り

出
石
川

奥
山
川

谷
山
川

豊岡市役所
出石庁舎

出石高校

岩鼻稲荷神社

光明院

川下神社

天満宮
勝林寺 びっ蔵

出石

西門跡

出石中学校

弘道小学校

称名寺 交番

出石幼稚園

JAたじま

GS

ファミリーマート

正福寺

八坂神社

金刀比羅神社

西方寺

出石ふれあい
センター

本高寺

如来寺

高福寺

真覚寺
［足軽長屋］

［堀川橋］ ［大橋］

小人町

至 福知山市方面

〈一方通行〉

〈一方通行〉

（てっせん寺）
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川原

出石農協前

蛭子神社

出石皿そば
出石焼窯元
桂小五郎潜居跡
お土産店
飲食店
喫茶店
病院
薬局
レンタサイクル
トイレ
通りの起点
バス亭
駐車場

幸稲荷神社

法城寺

谷山川

BK

西田屋

BK

6
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1

3

7

8

10

1
1

4

11

出石明治館

出石城跡

伊藤清永記念館

諸杉神社

（そば神社）

入佐山公園

本覚寺

宗鏡寺

登城門

出石永楽館

出石酒造酒蔵

出石旧福冨家住宅

いずし観光センター
（観光協会）

出石農協前

出石中学校前

沢庵寺口

14

9

辰鼓楼

見性寺

至 

養
父
市
方
面

至 

豊
岡
市
街

至 出石神社方面

（登城路）

有子山城跡へ

経王寺

加藤弘之生家

このモデルコースは、出石散策の一例です。マップを頼りに自分流の旅をお楽しみください。
いずし

凡　例

モデルコース IZUSHI MODEL COURSEさんさく
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コース
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歩
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徒
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分

徒
歩
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分

伊
藤
清
永
記
念
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家
老
屋
敷

辰
鼓
楼

出
石
城
跡

経
王
寺

加
藤
弘
之
生
家

出
石
明
治
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宗
鏡
寺

酒　

蔵

徒
歩
1
分

徒
歩
3
分

徒
歩
3
分

徒
歩
4
分

徒
歩
1
分

徒
歩
5
分

伊
藤
清
永
記
念
館

徒
歩
3
分

出
石
永
楽
館

家
老
屋
敷

出
石
城
跡

辰
鼓
楼

出
石
旧
福
冨
家
住
宅

酒　

蔵

宗
鏡
寺

たっぷり
1日
コース

徒
歩
8
分

徒
歩
1
分

徒
歩
3
分

徒
歩
2
分

出
石
歴
史
文
化
交
流
館

お
り
ゅ
う
灯
籠

見
性
寺

出
石
永
楽
館

静
思
堂

［車･レンタサイクルなどご利用ください］

総
持
寺

出
石
神
社

徒
歩
2
分

桂
小
五
郎
潜
居
跡

城下町出石散策MAP
城下町出石
散策MAP

0

但馬の小京都、出石を楽しむ

散策途中に、
お土産ショッピングや
出石皿そばのご賞味
もお忘れなく！

おりゅう灯籠

ゆ
っ
く
り
と

時
間
の
流
れ
る
城
下
町
。

情
緒
を
あ
じ
わ
い
な
が
ら

ど
っ
ぷ
り
散
策
。

P

P

P

P

稲荷神社

感応殿

福成寺

昌念寺

願成寺

川崎尚之助の供養碑

禁
門
の
変
に
敗
れ
朝
敵
と
な
っ
た
桂

小
五
郎
は
、出
石
の
町
人
甚
助
直
蔵

兄
弟
の
助
け
を
経
て
出
石
町
内
各

所
に
か
く
ま
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

桂
小
五
郎

　
　
潜
居
跡

（鯵山峠へ）

重要伝統的建造物群保存地区

川崎尚之助生家跡

有料入館施設

無料見学施設

2

EVカーレンタル

スイスイ
移動に便利

出石の町をスイスイ
自由に見て回るの
におすすめです。

電気自動車で快適に街巡
りができます。
（要普通自動車免許）

レンタサイクル

◆散策に便利！ ご利用ください。◆散策に便利！ ご利用ください。

レンタル場所／家老屋敷レンタル場所／家老屋敷レンタル場所／いずし観光センターレンタル場所／いずし観光センター

出石家老屋敷

真
言
宗
の
古
刹
で
、

本
尊
の
十
一面
千
手

観
音
立
像
は
兵
庫

県
指
定
文
化
財
。

文
中
年
間
に
、山
名

時
義
が
築
城
し
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

出石特別支援学校

GS

いずしレンタカー

ファミリーマート

福住小学校

警部派出所

出石城跡

（
登
城
路
）

辰鼓楼

斎藤隆夫記念館
2

2

10

528

706

426 426

426

482

426

鳥居橋東詰

長砂橋東詰
長砂橋西

鶴山橋

保健福祉センター前

ほたる橋

乙女橋

出石B&G
海洋センター

出石総合グラウンド

豊岡病院
出石医療センター

GS

（朝来市方面）

（鯵山峠へ）

有子山
（321m）

（鯵山峠へ）

出石川

奥
山
川

出石川

谷山川

吉祥寺

笠森稲荷神社

宗鏡寺

（豊岡市街･城崎方面）

1㎞0.50

詳細
MAP

出石広域MAP

詳細マップを
ご覧下さい。

（
福
知
山
市
方
面
）

（
神
鍋
高
原
方
面
）

（
養
父
市
方
面
）

至 白糸の滝

至 奥山渓谷

3

13

12

有子山城跡

静思堂

出石神社

此隅山城跡

いずし古代学習館

総持寺

伊福部神社

石部神社
（大ケヤキ）

出石焼陶芸館

此隅山
（141m）

種類豊富な着物と帯で多彩なコーディネートが楽しめます。

お着がえ処
無

出石きものレンタル

◎レンタル料／5,000円 ［着物＋ぞうり＋着付け］
◎その他、詳細は下記ホームページよりご確認ください。
http://www.izushi.co.jp/rental_kimono/

IZUSHI KIMONO RENTAL

手
ぶ
ら
で
行
っ
て

気
軽
に
着
物
を
レ
ン
タ
ル
。

い
つ
も
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
で

出
石
の
町
を
散
策
で
き
ま
す
。

170
種類以上

選べる
きものは

丹後ちりめん歴史館

兵庫県豊岡市出石町内町８７-３ ［丹後ちりめん歴史館の建物内］
〈こちらで、きものに着がえて頂きます。〉お着がえ処 無

ご予約･お問い合わせ 0796-52-4806 （出石観光協会まで）

出
石
き
も
の

　
　
レ
ン
タ
ル

要予約

要 予 約



出
石
城
内
に
あ
っ
た
江
戸
後
期

の
上
級
武
士
の
居
宅
。刀
を
使
い

難
く
す
る
た
め
か
天
井
は
低
く

造
ら
れ
て
お
り
、襲
撃
に
備
え
て

造
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま

す
。館
内
は
仙
石
騒
動
の
資
料
を

は
じ
め
無
形
文
化
財
の
大
名
行

列
諸
道
具
な
ど
出
石
藩
に
関
す

る
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

〒668-0214 兵庫県豊岡市出石町内町104-7
TEL.0796-52-4806

A C C E S S

http://www.izushi.co.jp

株式会社 出石まちづくり公社
〒668-0214 兵庫県豊岡市出石町内町104-7
TEL.0796-52-6045 http://www.izushi-tmo.com

NPO法人 但馬國出石観光協会

◎大阪・神戸・京都から【約3時間】
◎姫路から【約2時間】

◎京都から特急で【約2時間30分】
　ＪＲ山陰本線にて「豊岡駅」「江原駅」「八鹿駅」下車。
　全但バス、出石行きで約30分。
◎大阪から特急で【約2時間30分】
　ＪＲ福知山線にて「豊岡駅」「江原駅」「八鹿駅」下車。
　全但バス、出石行きで約30分。

お車・観光バス

◎大阪空港からコウノトリ但馬空港まで【約35分】
　空港から全但バスで豊岡駅まで【約15分】
　出石行きバス乗り換え【約30分】

飛　行　機

J　　　 R

出
石
皿
そ
ば

挽
き
た
て
、打
ち
た
て
、茹
が
き
た
て

伝
統
の「
三
た
て
」が
美
味
し
さ
の
ヒ
ミ
ツ
。

出
石
観
光
ガ
イ
ド
マッ
プ

但
馬
の
小
京
都

　
　
出
石
を
巡
る
散
策
手
帳

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
ド
ラ
マ
を

生
ん
だ
五
万
八
千
石
の
城
下
町

出
石
出
身
の
洋
画
家
、伊
藤

清
永
の
初
期
の
代
表
作「
磯

人
」、「
Ⅰ
夫
人
像
」、後
期
の

代
表
作「
裸
婦
像
」等
を
常
設

展
と
し
て
展
示
。絵
画
や
愛
用

の
画
材
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

出
石
城
は
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）、小
出
吉

英
に
よ
り
築
か
れ
た
城

で
、当
時
の
城
域
は
東
西

約
４
０
０ｍ
南
北
約
３
５

０ｍ
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。明
治
元
年
に
建

物
は
全
て
取
り
壊
さ
れ

ま
し
た
が
、現
在
で
は
隅

櫓
や
登
城
橋
、登
城
門
が

建
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
石
皿
そ
ば
の
ル
ー
ツ
は
、宝
永
三
年（
一七
〇
六
）に
出
石
藩
主
松
平

氏
と
信
州
上
田
藩
主
仙
石
氏
が
お
国
替
え
に
な
っ
た
時
に
始
ま
り
ま

す
。そ
の
際
、仙
石
氏
と
共
に
信
州
か
ら
来
た
そ
ば
職
人
の
技
法
が
在

来
の
そ
ば
打
ち
の
技
術
に
加
え
ら
れ
出
石
そ
ば
が
誕
生
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、出
石
焼
が
始
ま
り
白
地
の
小
皿
に
盛
る
様
式
が
確
立
さ
れ

ま
し
た
。小
皿
に
盛
り
つ
け
た
独
特
の
ス
タ
イ
ル
で
食
べ
る
出
石
皿
そ

ば
は
、挽
き
た
て
、打
ち
た
て
、茹
が
き
た
て
と
、伝
統
の「
三
た
て
」で

作
ら
れ
、そ
ば
の
美
味
し
さ
を
存
分
に
楽
し
ん
で
頂
け
ま
す
。

透
き
通
る
よ
う
な
白
を
特
徴
と
す

る
白
磁
。出
石
焼
は
、柿
谷
陶
石
と

呼
ば
れ
る
純
白
の
原
料
を
使
っ
て

焼
か
れ
、そ
の
神
秘
的
な
ま
で
の
白

さ
は
他
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
で
す
。

但
馬
開
発
の
祖
神「
天
日
槍（
あ
め
の
ひ
ぼ
こ
）」

が
こ
の
地
を
拓
い
た
と
さ
れ
、古
く
は「
古
事

記
」、「
日
本
書
紀
」に
も
登
場
す
る
出
石
。

室
町
時
代
に
は
、山
名
氏
が
此
隅
山
城
を
構
え

但
馬
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

有
子
山
城
、出
石
城
と
城
が
変
わ
り
、領
主
も

変
わ
っ
て
い
く
中
で
、沢
庵
和
尚
や
桂
小
五
郎
、

加
藤
弘
之
、斎
藤
隆
夫
な
ど
、歴
史
的
に
有
名

な
人
物
と
も
深
く
関
わ
り
を
持
つ
城
下
町
と

なって
い
き
ま
す
。街
の
あ
ち
こ
ち
に
ド
ラ
マ
チック

な
歴
史
の
足
跡
が
残
る
出
石
の
街
を
、ゆ
っ
く
り

と
散
策
し
な
が
ら
お
楽
し
み
下
さ
い
。

出
石
焼 皿そばの本場出石で、自分で打つ

本格そばの味は最高の思い出。

店によって違う皿そばの味を3店分
ご賞味いただける「出石皿そば巡り
巾着セット」も好評発売中。
［問･販売］いずし観光センター
☎0796-52-4960

皿そば
巡り

そば打ち
体験

絵付け
体験

透
き
通
る
様
な

伝
統
工
芸
品

お祭り･催し･年間イベント情報

三たん一の大祭で、商売繁盛・五穀豊穣を願い、
但馬に春の到来を告げるお祭りです。

3月中旬 出石初午大祭

出石城跡周辺で開催され、名物の「出石そば喰
い大会」などのイベントも行われます。

4月初旬 出石桜まつり

出石神社社前などで行われる、天日槍の但馬開
発にまつわる祭りのひとつです。

5月5日 幟まわし

伊福部神社で行われる、無病息災を祈念して荒
縄で束ねた麦わらに火をつけて振り回す奇祭。

8月下旬 愛宕の火祭り

豊作を祝って行われるだんじりは「喧嘩だんじり」
とも呼ばれ、だんじり同士がぶつかり合います。

10月上旬 出石秋まつり

その年の秋に収穫された、新そばを使って打った
『出石皿そば』を食べていただけます。

10月下旬 出石皿そば新そばまつり

総勢120人からなる子供大名行列と、奴に扮した
30数名の大人による槍振りが町をねり歩きます。

11月3日 出石お城まつり

いずし　ごよみ

三
百
年
の
歴
史
を
も
つ

伝
統
の
出
石
皿
そ
ば

出
石
焼
に
絵
付
け
の
体
験
が
で
き

る
製
陶
所
も
あ
り
ま
す
。旅
の
思

い
出
に
ど
う
ぞ
。

出
石
城
跡

1

出
石
旧
福
冨
家
住
宅

9

豊
岡
市
立
美
術
館
伊
藤
清
永
記
念
館

4

出
石
永
楽
館

11

出
石
明
治
館

5
宗
鏡
寺（
す
き
ょ
う
じ
）

6

出
石
家
老
屋
敷

2

郡
役
所
と
し
て
明
治
二
十
年
に
建

造
さ
れ
た
木
造
擬
洋
風
建
物
。日

本
の
天
気
予
報
の
創
始
者
で
あ
る

桜
井
勉
を
は
じ
め
、出
石
の
偉
人

展
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

山
名
氏
の
菩
提
寺
と
し

て
創
建
さ
れ
た
宗
鏡
寺

は
永
ら
く
荒
廃
し
て
い
ま

し
た
が
、元
和
二
年（
一
六

一
六
）、沢
庵
和
尚
に
よ

り
再
興
さ
れ
ま
し
た
。

通
称
、沢
庵
寺
と
も
呼

ば
れ
、沢
庵
和
尚
が
造
っ

た
名
園
は
県
指
定
文
化

財
に
も
な
って
い
ま
す
。

出
石
酒
造
酒
蔵

7

お
り
ゅ
う
灯
籠

8

生
糸
を
商
っ
て
い
た
明
治
時
代
の
豪
商
の
邸
宅（
旧

福
冨
家
）を
改
装
し
た
史
料
館
。土
台
に
使
わ
れ
て

い
る
石
だ
け
で
家
が一軒
建
つ
と
伝
わ
る
屋
敷
は
、京

都
か
ら
職
人
を
招
い
て
当
時
流
行
の
数
奇
屋
風
に
仕

上
げ
た
と
い
う
贅
沢
な
造
り
。明
治
期
の
高
度
な
建

築
技
術
が
駆
使
さ
れ
た
建
物
は
極
め
て
貴
重
で
、豊

岡
市
指
定
文
化
財
に
な
って
い
ま
す
。

出
石
の
街
の
西
北
に
建
つ
曹
洞
宗
の
お
寺
。

境
内
隅
に
櫓
の
よ
う
な
構
造
物
が
あ
り
、城

下
に
お
け
る
砦
の
役
割
を
担
って
い
ま
し
た
。

見
性
寺（
け
ん
し
ょ
う
じ
）

10
出
石
永
楽
館
は
、明
治
三
十
四
年
に
開
館
し
た

近
畿
最
古
の
芝
居
小
屋
で
す
。平
成
二
十
年
に

四
十
四
年
の
時
を
経
て
蘇
り
ま
し
た
。歌
舞
伎

な
ど
興
行
の
無
い
日
は一般
公
開
さ
れ
、廻
り
舞

台
や
奈
落
な
ど
舞
台
裏
も
見
学
で
き
ま
す
。

映
画「
国
宝
」ロ
ケ
地
に
な
り
ま
し
た
。

辰
鼓
楼
は
、明
治
四
年（
一八
七
一
）旧

三
の
丸
大
手
門
脇
の
櫓
台
に
、時
刻

を
知
ら
せ
る
太
鼓
を
叩
く
櫓
と
し
て

建
設
さ
れ
ま
し
た
。明
治
十
四
年
に

医
師
、池
口
忠
恕
氏
が
大
時
計
を
寄

贈
し
て
か
ら
は
、日
本
最
古
年
の
時

計
台
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

辰
鼓
楼（
し
ん
こ
ろ
う
）

14

出
石
神
社

12

粛
軍
演
説
を
行
い
、

軍
国
主
義
に
屈
し
な

か
っ
た「
憲
政
の
神

様
」
と
言
わ
れ
た

政
治
家 

斎
藤
隆
夫

の
威
徳
を
偲
ぶ
た
め

建
て
ら
れ
た
記
念
館

で
す
。

但
馬
一の
宮
神
社
と
し
て
但
馬
開

発
の
祖
神
、天
日
槍（
あ
め
の
ひ
ぼ

こ
）と
八
種
の
宝
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
。「
古
事
記
」、「
日
本
書

紀
」に
も
名
を
連
ね
る
山
陰
有

数
の
大
社
で
す
。五
月
五
日
に
は

節
句
祭「
幟
ま
わ
し
」と
呼
ば
れ

る
地
区
内
を
幟
を
立
て
て
回
す

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

静
思
堂

13 有
子
山
城
跡

3

●
９
時
30
分
〜
17
時（
最
終
入
館

16
時
30
分
）
大
人
500
円
、高･

大

学
生
300
円
、小･

中
学
生
無
料

水
曜
日･

年
末
年
始 

展
示
替

期
間
中

●
９
時
30
分
〜
17
時（
最
終
入
館
16
時
30
分
）
大
人
300

円
、高･

大
学
生
180
円
、小･

中
学
生
無
料

火
曜
日･

年
末

年
始･

展
示
替
期
間
中

●
９
時
30
分
〜
17
時（
最
終
入
館
16

時
30
分
）
大
人
200
円
、小･

中
学
生

無
料

月
曜
日･

年
末
年
始
、展
示
替

期
間
中

深
い
味
わ
い
を
見
せ
る

赤
い
土
壁
造
り
の
酒

蔵
。現
在
も
地
酒「
楽
々

鶴
」を
販
売
し
て
い
ま

す
。

江
戸
時
代
、交
通
運
輸
に
利
用
さ
れ

た
旧
出
石
川
の
大
橋
東
詰
め
に
あ
っ

た
船
着
場
の
灯
籠
で
す
。現
在
は
常

夜
灯
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
９
時
30
分
〜
17
時（
最
終
入
館
16

時
30
分
）
大
人
200
円
、高･

大
学
生

120
円
、小･
中
学
生
無
料

水
曜
日・

11
月
３
日･
12
月
31
日･

１
月
１
日
、展

示
替
期
間
中

出石皿そば協同組合／www.izushi.jp/sarasoba/

斎
藤
隆
夫
記
念
館

携帯サイト
アクセス

出石観光客
緊急避難

ポータルサイト

●
９
時
30
分
〜
17
時（
最
終
入
館
16
時
30
分
）
大

人
400
円
、学
生
240
円
、小･

中
学
生
以
下
無
料

木

曜
日
、12
月
31
日･

１
月
１
日

500
円

和田山IC
八鹿氷ノ山IC

春日IC

福崎IC

山陽
姫路東IC 神戸JCT

綾部JCT

吉川JCT

三木JCT

福知山

鳥取
豊岡

竹野

中国自動車道

山陽自動車道

京都縦貫
自動車道

神戸
明石

加古川

谷川

大阪

姫路

178

482

426

178

9

9

至
岡
山

至
京
都

至
小
浜

至
宮
津

播
但
連
絡
道
路

北
近
畿
豊
岡

自
動
車
道

城崎温泉

コウノトリ但馬空港
豊岡市

出石

舞
鶴
若
狭

自
動
車
道

福知山IC

312
八鹿

日高神鍋高原IC

豊岡出石IC

此
隅
山
城
が
落
城
し
た
後
、新
た
な

城
と
し
て
天
正
二
年（
一五
七
四
）に

山
名
祐
豊
が
有
子
山
山
頂
に
建
て

た
城
。標
高
が
３
２
１ｍ
あ
り
、そ
の

眺
望
は
素
晴
ら
し
い
。時
期
に
よ
って

は
雲
海
も
見
下
ろ
せ
ま
す
。

［R8.4 改訂］

江原

出石町内で
被災した際に
役立つ情報を
掲載しています


